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（審議経過） 

○室橋都市計画課長 皆さん、こんにちは。

定刻前ではございますけれども、委員のみ

なさん本日ご出席の方がおそろいですので、

始めさせていただきます。 

 本日は、お忙しい中、第７２回足立区都市

計画審議会にご出席いただきまして、誠に

ありがとうございます。 

 私は、本日司会を務めます都市計画課長

の室橋と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

 初めに、本審議会の情報公開についてで

ございます。本審議会は公開を原則として

おります。このため、会議記録につきまして

は区のホームページで公開させていただい

ております。また、会議記録作成のため、録

音させていただいていますので、ご理解の

ほど、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、今回からご出席いただいて

おります臨時委員をご紹介させていただき

ます。これからお名前をお呼びいたします

ので、その場でご起立の後、ご着席ください。 

臨時委員、伊津野充裕様。 

○伊津野臨時委員 よろしくお願いします。 

○室橋都市計画課長 今回は、新型コロナ

ウイルス感染防止対策として会議時間短縮

を図るため、委嘱状の交付を席上配付とさ

せていただいております。ご理解のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

それでは、議案審議に移らせていただき

ます。 

ここからの議事進行は長塩会長にお願い

いたします。 

○長塩会長 こんにちは。 

それでは都市計画審議会の議事を進めて

まいります。 

まず初めに、事務局から、本日の資料と議

案について説明願います。 

○室橋都市計画課長 それでは、次第をご

覧ください。 

 まず、議案でございますけれども、第１号

議案「生産緑地地区関連について」といたし

まして、１－１「東京都市計画生産緑地地区

の変更（足立区決定）」、１－２「特定生産

緑地の指定及び解除（意見聴取）」でござい

ます。 

 続いて、報告事項ですが、報告１「用途地

域等の一括変更について」報告２「北綾瀬駅

周辺地区関連について」、報告３「舎人・古

千谷本町地区関連について」の３件でござ

います。 

 それでは、資料の確認をさせていただき

ます。お持ちいただいた資料をご覧くださ

い。 

 次第、委員等名簿、座席表、それぞれ１枚。

白色の表紙の議案書一つづり。黄緑色の表

紙の議案説明資料一つづり。桃色の表紙の

報告説明資料一つづり。右上に「報告１ 別

添資料１」と記載された資料１部。「報告１

別添資料２」と記載された資料１部。こちら

の資料については、最新版を机上に配付さ

せていただきましたので、差し替えをお願

いいたします。「報告２ 別添資料」と記載

された資料１部。 

 以上が本日の資料でございます。不足し

ている資料がございましたら、事務局へお

知らせください。―よろしいでしょうか。 

 次に、議案及び報告事項のご説明及び発

言方法についてご案内いたします。 

 議案及び報告事項のご説明においては、

前面のモニターを利用しますので、ご説明

の際はモニターをご覧ください。お手元の

資料はモニターが見づらい場合にご覧くだ

さい。 

 質疑応答においてご発言の際には挙手い

ただき、会長の指名がありましたら席上の

マイクのスイッチを入れてご発言ください。

また、発言が終わりましたらスイッチをお

切りいただきますようお願い申し上げます。 

 なお、質疑応答については、議案１件につ

いてはご説明後にお時間を設け、報告事項

につきましては、全３件のご説明後にまと

めてお時間を設けさせていただきます。 

 事務局からは以上でございます。 

○長塩会長 それでは、審議に入る前に、委

員の出席状況を事務局から報告してくださ

い。 

○室橋都市計画課長 本日は、定数２０名

のところ１８名のご出席を頂いております。 

 過半数のご出席を頂いておりますので、

審議会が有効に成立することをご報告申し

上げます。 

○長塩会長 議事録署名人は、私と廣兼委

員さんが務めますので、よろしくお願いい

たします。 

 それでは、議案の審議に入ります。 

 第１号議案「生産緑地地区関連について」
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の審議を行います。 

 室橋都市計画課長から説明してください。 

○室橋都市計画課長 都市計画課長の室橋

でございます。私からは、第１号議案「生産

緑地地区関連について」の１－１「東京都市

計画生産緑地地区の変更（足立区決定）」に

ついて提出いたします。 

 お手元の資料では、白い表紙の議案書を

おめくりいただいて、１ページをご覧くだ

さい。 

 提出者は、足立区長、近藤弥生です。 

 提案理由は、生産緑地地区の変更に当た

り、都市計画法に基づき、足立区都市計画審

議会の議を経る必要があるためでございま

す。 

 議案書２ページ以降は、都市計画の案の

理由書、計画書、計画図でございます。 

 以上が議案書のご案内になります。 

 議案書は少し分かりづらいため、黄緑色

の表紙の議案説明資料で内容を説明させて

いただきます。 

 議案説明資料の１ページをご覧ください。 

「１ 議案の趣旨」については、議案書で

ご説明したとおりでございます。 

「２ 生産緑地地区の現況」でございま

す。市街化区域内においては、農地等を生産

緑地地区として都市計画決定することで、

所有者が固定資産税の減免等の優遇措置を

受けることができ、農業を続けやすくなる

ことから、農地等の保全につながっており

ます。 

生産緑地は、緑地、オープンスペース、延

焼遮断、避難場所など、良好な都市環境を形

成する機能を有しておりますが、近年、農業

従事者の高齢化や後継者不足により、件数、

面積とともに減少傾向にございます。 

平成２９年度に、生産緑地法及び運用指

針の改正に基づき、下限面積の見直しや一

団の考え方の緩和を行い、新規・追加の指定

がしやすくなるための取組を行っていると

ころでございます、 

「３ 変更概要」でございます。今年度の

変更により、足立区の生産緑地地区は昨年

度決定時の１９３件、約２９．４８ｈａから、

１８９件、約２８．８５ｈａへの変更となり

ます。昨年度から４件、０．６３ｈａの減少

でございます。 

お手元の資料では２ページをご覧くださ

い。 

こちらは変更箇所の詳細でございます。

新規指定を行う地区は、舎人五丁目、花畑六

丁目の２件、既存の生産緑地地区に追加指

定を行う地区は本木二丁目の１件、全部削

除を行う地区は、加賀一丁目、花畑一丁目、

佐野一丁目、綾瀬一丁目、東伊興二丁目、竹

の塚七丁目の６件、既存の生産緑地地区の

一部の部分削除を行う地区は入谷二丁目の

１件でございます。 

お手元の資料では３ページをご覧くださ

い。こちらは変更になる生産緑地地区の位

置をプロットした図でございます。 

続きまして、変更地区の配置図及び現況

写真でございます。件数が多いので、詳細な

説明は割愛させていただきます。 

こちらは新規指定を行う舎人五丁目でご

ざいます。 

同じく、新規指定を行う花畑六丁目でご

ざいます。 

説明資料６ページです。追加指定を行う

本木二丁目でございます。 

続いて、７ページ。主たる従事者の死亡に

より全部削除を行う加賀一丁目でございま

す。 

８ページ、主たる従事者の死亡により全

部削除を行う花畑一丁目でございます。 

９ページ、主たる従事者の死亡により全

部削除を行う佐野一丁目でございます。 

１０ページ、主たる従事者の故障により

全部削除を行う綾瀬一丁目でございます。 

１１ページ、主たる従事者の死亡により

全部削除を行う東伊興二丁目でございます。 

１２ページ、主たる従事者の故障により

全部削除を行う竹の塚七丁目でございます。 

１３ページ、主たる従事者の死亡により

一部削除を行う入谷二丁目でございます。 

１４ページ、次に「生産緑地地地区の都市

計画手続きの経緯と今後の予定」でござい

ます。 

都市計画法第１７条に基づきまして、１

１月３０日から２週間、都市計画案の縦覧

を行いましたが、意見書の提出はございま

せんでした。本日ご審議いただき、１２月下

旬に都市計画決定・告示を行い、その後、年

明けに農地利害関係人へ通知を行う予定で

ございます。 

 以上で第１号議案の１－１の説明を終わ

ります。 

続きまして、第１号議案「生産緑地地区関
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連について」の１－２「特定生産緑地の指定

及び解除（意見聴取）」について提出いたし

ます。 

お手元の資料では議案書の１５ページか

らでございます。 

提出者は、足立区長、近藤弥生です。 

 提案理由は、特定生産緑地の指定に当た

り、生産緑地法に基づき、足立区都市計画審

議会の意見聴取を経る必要があるためでご

ざいます。 

 議案書１６ページ以降は、指定書、総括図、

指定図及び解除図でございます。 

 以上が議案書の内容でございます。 

 これらの内容につきましては、黄緑色の

表紙の議案説明資料で説明させていただき

ます。 

議案説明資料では１５ページからとなり

ます。 

「１ 議案の趣旨」でございますが、議案

書で説明したとおりでございます。 

「２ 特定生産緑地の現況」でございま

す。生産緑地地区は指定告示から３０年を

迎えると、所有者が固定資産税の減免等の

優遇措置を受けられなくなりますが、所有

者からの申出を受け特定生産緑地に指定す

ることで、その優遇措置を１０年延長する

ことができます。それによって所有者は農

業を継続しやすくなり、農地等の保全につ

ながっております。 

一番古い生産緑地地区の指定が平成４年

１１月であり、令和４年１１月から順次指

定から３０年の期限を迎える生産緑地地区

があるため、区では特定生産緑地の指定を

推進しているところでございます。 

次に「３ 指定件数と面積」についてござ

います。今年度、特定生産緑地の指定を行う

地区は３８件、解除は１件でございます。解

除１件は、先ほどご説明いたしました今回

削除となる生産緑地でございます。 

この結果、足立区の特定生産緑地は生産

緑地区全体の１８９件中、１２４件の指定

となります。面積は約２０．６９ｈａとなる

予定でございます。前年度から６．４５ｈａ

の増加でございます。なお、生産緑地地区の

件数と面積は、今回決定をいただいた場合

の数値となります。 

１６ページ。こちらは指定及び解除する

特定生産緑地の位置をプロットした図でご

ざいます。 

１７ページ。ここから主要な特定生産緑

地の現況写真でございます。箇所数が多く

なってございますので、お手元の説明資料

１７ページから４０ページでご確認をお願

いいたします。 

４１ページ。最後に「特定生産緑地の手続

きの経緯と今後の予定」でございます。 

本日審議会でご意見を頂き、１２月下旬

に指定の公示を行い、その後、年明けに農地

利害関係人へ通知を行う予定です。 

 以上で第１号議案の説明を終わります。 

○長塩会長 ご苦労さまでした。 

それでは、第１号議案の審議をいたしま

す。発言に当たりましては、その都度、職名

もしくは氏名を名乗られてからお願いいた

します。 

 本件について、ご意見、ご質問がありまし

たらお願いいたします。 

○渕上委員 渕上です。 

 この１ページのところにも説明が書いて

あるのですけれども、生産緑地地区の目的

としては、農業を続けやすくするように固

定資産税等の優遇をするということなので

すけれども、今回２ページのところで見ま

すと削除が６件で新規が２件ということな

のですが、理由としては死亡とか故障とか

って書いてあるのですが、後継者がなかな

かないということなのですけれども、後継

者がいない場合は、例えば今、貸し借りなん

かもできると思うので貸出しをするとか、

あるいは区民農園にするとか、そういう方

策もあると思うのですけれども、そういう

のは説明されたというか、それが分かって

いても、やはりやめよう、削除になったのか

どうかというのが１点と、新規が２件ある

のですけれども、この新規の方というのは、

特定生産緑地にしようとした理由といいま

すか、ずっと今まで農業をやっていたと思

うのですけれども、いきなり農業を始める

ということはないんじゃないかなと思うの

ですが、意識としてはどういう理由かなと

思ったのですが、その辺はいかがなのでし

ょうか。 

○吉尾産業振興課長 お答えさせていただ

きます。 

まず前段の貸し借りにつきましては、今

回のところでは、貸し借りにつきましては

可能ですよというような説明はしてござい

ますが、相続者のところでなかなか継ぐこ
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とが難しいというところで、宅地化になる

ことが多いのですが、というところが今の

現状でございます。 

新規でございますが、従前からこの制度

をお話しさせていただいてございまして、

固定資産税の減免であるとか、そういった

ところを検討していただいて、今回ご申請

に至ったというところでございます。 

○渕上委員 最後というか、もう一回だけ

確認なのですけれども、後継者がいないと

いうのは全国的に、都市農業だけじゃなく

て普通の農業もみんなそうみたいなのです

けれども、地方なんかも今高齢化で後継者

もいないということで、自治体のほうで募

集をして、農業をやりませんかと新しい就

農者を募集したりして、教育もして、トライ

アル期間もつくったりして、そういう取組

もやっているのですけれども、足立区とし

てもだんだんこうやって削除が増えてくる

と、新規の方で土地を購入してもらうとい

うのは難しいでしょうけれども、借りて土

地代を払うみたいな形になるのですけれど

も、そういうような政策というのはこれか

ら考えておられるのでしょうか。その辺い

かがでしょうか。 

○吉尾産業振興課長 新規就農につきまし

ては、東京都の公社のほうで養成の研修で

あるとか、そういったプログラムがござい

ます。そちらと連携を取っているところで

ございますが、なかなか２３区、足立区にお

いては、土地を取得してというところはな

かなか難しい状況でございます。新しい農

業の手法としてスマート農業というものが

ございますので、そちらですと、いわゆる農

地というところではないところでも、例え

ば工場の跡地であるとか、そういったとこ

ろでも農業をすることが比較的可能になっ

てきているところがございますので、そう

いった技術開発などを研究して、関係機関

と連携して進めてまいりたいと考えてござ

います。 

○長塩会長 ほかにございますか。 

 なければ、採決いたします。 

 本案につきまして、異議のないものと決

定してよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○長塩会長 それでは、第１号議案は、異議

のないものと決定いたします。 

 続きまして、報告事項に移ります。 

 報告１「用途地域等の一括変更について」

を室橋都市計画課長から説明願います。 

○室橋都市計画課長 それでは、報告１「用

途地域等の一括変更について」ご説明させ

ていただきます。 

 お手元の資料では、桃色の報告説明資料

の１ページからでございます。 

 「１ 報告の趣旨」でございます。東京都

では、平成１６年の用途地域の一斉見直し

以降、地域のまちづくりに合わせて地区計

画を定め、迅速かつ効果的に用途地域を変

更してまいりました。 

一方で、前回の一斉見直しから１７年が

経過している中、道路の整備等により地形

地物の変化などにより一部用途地域等の指

定状況と現況との不整合が見られる状況が

ございまして、東京都では一括して用途地

域等の変更を行うこととなりました。 

本案件では、東京都からの用途地域等の

一括変更の原案作成依頼を受け、区で行っ

ている見直し箇所の抽出作業について、進

捗状況を報告するものでございます。 

２ページ目、「２ 一括変更の概要」でご

ざいます。一括変更の対し用途なる事例は、

ア、イ、ウの３種類がございます。 

まず「ア 用途地域の境界の基準として

いた地形地物が変化した地区」でございま

す。こちらは主に道路の工事等で用途地域

の境界の基準としていた道路の形状が変化

した場合や、道路を隠した場合に、その形状

に合わせて用途地域の境界を変更するもの

でございます。こちらに該当する地区は、現

在１５地区抽出しております。 

次に「イ 事業中又は整備が完了した都

市計画道路等の沿道地区」でございます。こ

ちらは都市計画道路の整備に合わせ、地震

に伴う市街地火災の延焼を阻止する機能を

果たす延焼遮断帯を形成するため、沿道の

用途地域地等を変更するものでございます。

こちらに該当する地区は、現在４地区抽出

しております。 

最後に「ウ 都市計画を伴わずに土地利

用が転換した地区」でございます。こちらは

工業系の土地利用が縮小し、住宅系などの

土地利用へ転換した場合に、現在の土地利

用に合わせ用途地域等を変更するものでご

ざいます。こちらに該当する地区は、現在１

地区抽出しております。 

３ページ目は抽出した変更予定地区の配
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置図でございます。今回はア、イ、ウから１

例ずつ内容を説明いたします。 

４ページ目、（２）変更内容一例、「ア 用

途地域の境界の基準としていた地形地物が

変化した地区」の例として、⑧の地区につい

てご説明いたします。 

この地区は、区役所本庁舎近くの国道４

号線沿いで、現在はドラッグストアがある

敷地の裏でございます。平成１６年に決定

した当時は、ここに戸建ての住宅があり、そ

の住宅を接道させるための位置指定道路の

中心線がピンク色の近隣商業地域と紫色の

準工業地域の境界となっていました。しか

し現在は、その位置指定道路がなくなった

ため、用途地域の境界の根拠が不明となっ

ております。 

そこで今回、国道４号線の道路境界から

３０ｍに平行に引いた線を、用途地域の境

界として変更する素案を作成いたしました。 

この変更をすることで、右図の変更後の

赤枠で囲まれた部分の規制内容が、下表の

とおり変更となります。 

続きまして、５ページ目、「イ 事業中又

は整備が完了した都市計画道路等の沿道地

区」の例として⑯の地区についてご説明い

たします。 

この地区は、舎人公園を横断し、伊興小学

校の前を通過し、竹の塚駅の北を抜ける都

市計画道路第２６１号線の沿道について、

都市計画道路の事業に合わせ延焼遮断帯を

形成するための変更素案でございます。 

都市計画道路の沿道から３０ｍの範囲に

おいて、燃えにくい建物が建設されるよう

全域を防火地域に指定いたします。さらに、

高い建物が建設されるよう、高度地区を３

種高度地区に緩和し、高さの最低限度７ｍ

とします。 

これらの規制強化とのバランスを取り、

用途地域及び容積率の緩和を行います。 

続きまして、６ページ目、「ウ 都市計画

を伴わずに土地利用が転換した地区」の例

として、⑳の地区についてご説明いたしま

す。 

この地区は、東綾瀬中学校と綾瀬小学校

の間に位置しており、現在はフィットネス

施設や集合住宅が立地している地区でござ

います。 

現在の用途地域は準工業地域ですが、工

業系の用途の建物がないため、周辺の用途

との調和を図るため、近隣商業地域に変更

する素案でございます。 

この変更により、建蔽率についても周辺

と同様に６０％から８０％へ緩和されます。 

今回ご説明した３か所を含む合計２０地

区において変更が必要な箇所を抽出し、素

案を作成しています。各地区の変更素案の

内容については、別添資料１にてご確認く

ださい。 

最後に７ページ、「都市計画手続きの経緯

と今後の予定」です。 

 令和元年度の１月に東京都から原案の作

成依頼を受け、令和２年度には足立区都市

計画審議会にて作業の進捗報告を２回行い

ました。 

そして今回の報告の後、１月中旬に「別添

資料２ 用途地域等の一括変更の素案を作

成しました」と記載のあるお知らせを関係

権利者に戸別配付いたします。このお知ら

せの配付は説明会の代替措置として行いま

すが、希望者には個別説明をするなど丁寧

に対応してまいります。 

お知らせの配付後の権利者の意見を参考

にし、今年度末には変更原案をまとめ東京

都に提出いたします。その後、令和４年度の

都市計画案の公告・縦覧、都市計画審議会を

経て、令和５年度に決定・告示となる予定で

ございます。 

 以上で報告１の説明を終わります。 

○長塩会長 次の報告に移ります。 

報告２「北綾瀬駅周辺地区関連について」

及び報告３「舎人・古千谷本町地区関連につ

いて」、大竹まちづくり課長から説明願いま

す。 

○大竹まちづくり課長 まちづくり課長の

大竹でございます。私からは、報告２「北綾

瀬駅周辺地区関連について」ご報告いたし

ます。 

 お手元の資料では、桃色の表紙の報告説

明資料９ページからとなります。ご覧いた

だければと思います。 

 最初に、「１ 報告の趣旨」でございます

けれども、北綾瀬駅周辺地区では、千代田線

の直通運転を契機といたしまして、図１の

右下の都市計画図２の赤線の枠内におけま

す駅周辺のにぎわいづくりについて、地域

の方で構成されるまちづくり協議会ととも

に検討を重ねてまいりました。 

そして今年の７月３０日に、お手元の報
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告２の別添資料、オレンジ色の資料になり

ます「北綾瀬駅周辺地区 地区まちづくり

計画」を策定しております。 

本案件につきましては、北綾瀬駅周辺地

区の課題の解決と、緑とにぎわいあるまち

を目指しまして、地区計画の策定とともに

用途地域等の変更をするものであります。 

今回は、第７３回都市計画審議会の付議

に先立ちまして、概要についてご報告をさ

せていただきます。 

続きまして、「２ 地区の現況」でござい

ます。お手元の資料では１０ページとなり

ます。 

地区まちづくり計画の中では、地域の現

況を（１）交通環境、（２）商業環境、（３）

みどり環境、（４）住環境の４つに分けて整

理をしております。（１）交通環境では、千

代田線の直通運転により、都心へのアクセ

スが格段に向上しております。（２）商業環

境では、スーパーですとか病院など利便施

設が少ない状況でございます。（３）みどり

環境では、しょうぶ沼公園をはじめ多くの

農地が点在しておりまして、緑あふれる地

域となっております。（４）住環境では、駅

周辺は歩道が狭く歩きづらいところがあり

まして、幹線道路沿道部分以外はすぐ閑静

な住宅街が広がっているような状況でござ

います。 

続きまして、「３ 地区まちづくり計画の

概要」でございます。お手元の資料では１１

ページとなります。 

地区まちづくり計画の中で、まちづくり

の将来像を「住み続けたくなる 安全安心

で 緑とにぎわいあふれる始発駅のまち」

と設定しております。 

そして、その将来像の実現に向けて、先ほ

どの４つの環境それぞれの方向性を定めて

います。交通環境では、駅前交通広場や駐輪

場を整備しつつ、歩行者も移動しやすい駅

周辺の空間の形成。商業環境では、地域の利

便性・にぎわいを高める商業施設や医療施

設の誘導による魅力あるまちの形成。みど

り環境では、地域の交流拠点としてしょう

ぶ沼公園を活用し、緑や水辺空間の連続性

が感じられるまちなみの形成。住環境では、

警察と連携し犯罪に強く、歩きやすい誰も

が安心して暮らすことのできる住宅地の形

成としております。 

続きまして、「４ 地区計画等導入の流れ」

についてご説明いたします。お手元の資料

では１２ページになります。 

まず「（１）地区計画の策定」についてで

すけれども、地区計画は二段階での導入を

考えております。既に都市計画決定、事業認

可を取得しております駅前交通広場周辺の

まちづくりを早急に進めるために、まずは

駅の北西部の街区、右の図でいいますと、赤

く塗られている区域を対象に地区計画を導

入し、計画的な土地利用転換の誘導を図っ

てまいります。 

その後、駅の乗降客数の推移ですとか、駅

前開発の動向を注視しながら、右側の図で

青く塗られている区域にも段階的に地区計

画を導入していく予定です。 

次に、「（２）沿道地区計画の変更」です

けれども、地区計画の策定に合わせまして、

右側の図で黄色く塗られている区域につき

まして、幹線道路沿道にふさわしいまち並

みを目指しまして、沿道地区計画を変更い

たします。 

最後に、「（３）用途地域等の変更」です

けれども、地区計画の策定と沿道地区計画

の変更を受けまして、右側の図で紫色に塗

られている区域につきまして、駅前にふさ

わしい土地利用を誘導するために、用途地

域、高度地区、防火・準防火地域について変

更してまいります。 

次に「５ 都市計画手続きの経緯と今後

の予定」です。お手元の資料では１３ページ

となります。 

１２月１０日及び１１日に都市計画法第

１６条に基づく地区計画に係る都市計画原

案の説明会を開催いたしまして、同日より

１６条の縦覧を行っております。昨日まで

に頂いた意見書は０件、まだ意見書は頂い

ていない状況でございます。 

意見書を頂きましたら、それを基に都市

計画の案を作成いたしまして、来年２月頃

に都市計画法第１７条の縦覧を行いまして、

３月の第７３回都市計画審議会にてご審議

いただく予定となっております。 

以上で報告２の説明を終わります。 

続きまして、報告３の説明をさせていた

だきます。 

報告３「舎人・古千谷本町地区関連につい

て」ご報告させていただきます。お手元の資

料では、引き続きまして、桃色の表紙の１５

ページをご覧ください。 
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最初に「１ 報告の趣旨」でございますが、

本案件は地区計画で位置づけられている地

区施設の公園を、当該地域のコミュニティ

形成に寄与する貴重な緑のオープンスペー

スとして生かしていくために都市計画公園

に変更するものです。 

今回、第７３回都市計画審議会への付議

に先立ちまして、概要についてご報告させ

ていただきます。 

「２ 地区の現況」でございますが、本地

区は緑豊かな快適な便利な街の形成を目指

して、多様な世代が住み続けられる良好な

住環境とコミュニティ活動の根づくまちづ

くりを推進し、土地の有効利用を適切に誘

導するために、平成１６年に地区計画が策

定されました。 

農地や緑地など貴重な緑が多く残ってい

ますが、都市計画道路は未整備であったり、

身近な公園等が不足している地区でありま

す。 

次に「３ 地区の課題」でございます。本

地区は、潤いある緑豊かな住環境や地域の

コミュニティ形成に寄与するオープンスペ

ースを確保することが課題となっておりま

す。 

そのため既存の農地や緑地などを防災上

の観点からも保全し、永続的な利用が図れ

るように、都市計画に基づく公園への位置

づけをしていくことが必要であります。 

続きまして「４ 変更概要」でございます。

お手元の資料では１６ページとなります。 

（１）足立北部地域舎人・古千谷本町地区

地区計画の変更について、地区施設公園４

号、約３，５００㎡を都市計画公園に変更す

るために、地区計画上では廃止いたします。 

左側の図１、変更前が地区施設公園４号

の区域を示しており、右側の図２、変更後は

廃止したことを示しております。図中の写

真については、当該地の北側から撮影して

いる写真となります。 

続きまして、（２）都市計画公園について

でございます。お手元の資料では１７ペー

ジとなります。 

地区施設公園４号は、生産緑地地区とし

て営農されていますが、令和４年１１月に

生産緑地地区指定より３０年が経過し、指

定が解除される予定でございます。生産緑

地地区指定期間満了を迎えるに当たりまし

て、営農を継続しない旨を土地所有者の意

向として確認できたことから、区による土

地の買取りを進めているところでございま

す。 

今後は、公園としての担保性を高めるた

めに、都市計画公園として位置づけ整備し

ていくことといたします。 

まとめますと、今回の案件につきまして

は、廃止した地区施設公園４号、約３，５０

０㎡を街区公園舎人三丁目第二公園として

都市計画公園に追加するものでございます。 

以上が変更概要でございます。 

最後に「５ 都市計画手続きの経緯と今

後の予定」でございます。お手元の資料では

１８ページとなります。 

現在、都市計画法第１６条に基づく地区

計画に係る都市計画原案の縦覧が済みまし

て、意見書は０件となっております。 

今後は、都市計画の案を作成いたしまし

て、来年２月頃に都市計画法第１７条の縦

覧を行います。その後、３月の第７３回都市

計画審議会でご審議いただきまして、３月

下旬の都市計画決定・告示を予定してござ

います。 

以上で報告２、報告３の説明を終わらせ

ていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

○長塩会長 ただいま説明いただきました

報告３件について、ご意見、ご質問がありま

したらお願いいたします。 

○横村委員 東京都建築士事務所協会の横

村と申します。 

どれも共通した事項でございます。今そ

ちらにもございましたが、３番目では都市

計画公園を造るというようなお話ですが、

この公園の内容をお聞かせいただけますで

しょうか。 

足立区はパークイノベーションというと

てもいい活動をされて、にぎわいのある公

園、あるいは安らぎのある公園というふう

に非常にコンセプト明快に、その地域の区

民が自慢できるような公園をたくさん造っ

ていただいて感謝しております。そういう

意味で、北綾瀬の前も緑とにぎわいのある

始発駅と、どのような緑のにぎわいをお考

えなのか。また、パークイノベーション、そ

の辺、先ほども審議のほうで農地が減って

いますが、この周辺地域で、先ほどの白い資

料のほうの通し番号２７番ですか、谷中地

区に２，４２０㎡とかの農地もございます
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ので、その辺と合わせてどのようなまちづ

くりをお考えかをお示しいただけたらと思

います。以上です。 

○大竹まちづくり課長 都市計画公園にし

てどのような整備内容としていくかという

ご質問につきましては、今のところ、公園の

整備の担保性を高めるために地区施設公園

を都市計画公園にしようということで考え

ておりまして、内容につきましては、まだ煮

詰まっていないような状況でございます。 

ただ、委員おっしゃられるとおり、地区計

画の目標でもコミュニティの育成ですとか、

そういうことがございますので、周りの住

民の方々の意見もよく聞いて、どういうよ

うな整備内容にしていくかについては、こ

れから基本設計、詳細設計整備と進めてま

いりますので、ご意見を聞きながら進めて

いければというふうに考えてございます。

コミュニティに寄与するような公園にでき

ればというふうには考えてございます。 

○横村委員 重ねて、コミュニティに寄与

するということでございますが、この地域

はそれぞれ、３つ地域がありますけれども、

どのような住民が多く住んでおられるので

しょうか。例えばシニア世代が多いのか、あ

るいは若い世代、ファミリー層、子育て世代

が多いのかというような、やはりそれぞれ

の地域による地域特性があると思うのです

ね。足立区は今６９万人を超えたのですか、

かなり増えていて、この間ちょっと調べま

したら、高知県と同じくらいの人口がおら

れるわけですから、世代も多様になりつつ

あるのかなと思いますので、ぜひその辺の

地域特性を十分にご配慮いただいて、地域

の人が自慢できて、だから足立区にもっと

住みたい、もっと来てほしいというような

自慢できる緑環境をつくっていただけたら

と思いますので、ぜひよろしくお願いいた

します。 

○大竹まちづくり課長 人口構成について

は、詳しくは手元にないのですけれども、恐

らくここら辺の地域については、そんなに

偏った人口構成にはなっていないと思いま

すので、高齢化率は高まっていますけれど

も、例えば綾瀬みたいに若者が多いとか、密

集地域みたいに高齢者が多いとかというよ

うな偏りはあまりないのかなと考えており

ます。 

小学校が近かったり、川沿いだったりす

るので、そこら辺の特性を生かして、一人で

立ち寄ることも考えられますけれども、例

えば家族でとか、そういうような使い方が

できるようなことも考えられるのかなと思

います。また、世代だけではなくて、今、多

様性社会という中で、障がい者さんとか、そ

ういう方もいらっしゃいますので、そうい

う方にも配慮できるように、少しご意見を

聞いて検討していければというふうに思っ

ております。 

○横村委員 地域の周りの公園とのバラン

スを取っていただいて、ぜひみんなが驚く

ようなというか楽しめる、すごいねと足立

区を自慢できる公園とか緑環境をおつくり

ください。お願いいたします。 

○長塩会長 他にございますか。 

○渡部委員 区民委員の渡部です。 

舎人のこの生産緑地を公園にするという

案についてなのですけれども、ほかの生産

緑地は、指定解除に伴って、そのまま農地で

はなくなるようなことがたくさんあるとい

うふうに、その前の話で出てきたのですけ

れども、なぜこの地区だけ公園に転用しよ

うということになったのかといういきさつ

が知りたいと思っております。逆に言えば、

なぜほかの生産緑地は、生産緑地を解除す

るときに、そのように区で買い取って公園

にするということはできなかったのかとい

うのが気になっておりまして、そのあたり

の判断の基準が何かあるようでしたら教え

ていただけませんか。 

○大竹まちづくり課長 今回の舎人・古千

谷のこの地区施設の件につきましては、そ

もそも地区計画をかけるときに、その地域

に公園がどれくらい必要なのかという面積

の基準があると思いますけれども、大体区

画整理とかやると３％だとかということが

あると思います。地区計画をかけるときに

も、この地域にどれくらい公園が面積的に

必要なのかということを検討して、将来的

に買取り申出とか出てくるような生産緑地

について、地区施設として将来的に公園に

しようという設定をして、都市計画上、公園

として位置づけさせていただいていたもの

です。それが今回、３０年の期限を終えて生

産緑地として営農を継続することがないと

いうような意思を確認できましたので、都

市計画上の位置づけがあったものについて、

さらに整備の担保性を高めるために都市計
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画公園にしようということで、今回手続を

しているものです。 

ほかの地区の生産緑地につきましては、

私も全部を把握しているわけではないので

すけれども、都市計画の中で公園にしてい

こうという位置づけをしている生産緑地っ

て、ほかにあと１か所、２か所しかなくて、

そこについては同じように取り組んでいけ

ればと思っておりますけれども、そのほか

については、公園とかぶせて位置づけられ

ているところは特にないということと、今

回はもともと都市計画に位置づけていたの

で、それを転換するということで手続もス

ムーズにいっているところはありますけれ

ども、ほかのところについては、事前に情報

を察知して、どこまでそれを担保していけ

るかということがなかなか難しいところも

あって、できていないというところもあっ

て、それは課題として捉えているところで

ありますけれども、もし可能であれば、そう

いうことも考えていく必要はあるかなと思

います。 

基本的に区といたしましては、農地を継

続していただくということを原則で考えて

おりますので、できれば今、産業振興課長か

らもありましたけれども、こちらの渕上委

員からもご質問がありましたけれども、営

農が継続できるような形でご相談に応じて

続けていっていただけるのが一番いいのか

なと考えてございます。 

○長塩会長 他にございますか。 

○渕上委員 報告２の「北綾瀬駅周辺地区

関連について」なのですけれども、別添資料

でも「北綾瀬駅周辺地区 地区まちづくり

計画」の資料がありますが、多分このきっか

けとしては、北綾瀬駅に直通電車で１０両

編成の千代田線が乗り入れしたということ

で、そういう意味で利便性がすごくよくな

ったということで、まちづくりについて考

えるということだと思うのです。 

従来だったら、ここに書いてあるような

駅前広場の整備によりとか、にぎわい創出

するとか、こういう形でよかったと思うの

ですけれども、新型コロナウイルスの関連

で生活スタイルが随分変わって、リモート

ワークが随分増えたと思うのですね。ＪＲ

とか私鉄などでも、多分コロナが収束して

も、リモートワークがそのまま継続して利

用者が７割ぐらいではないかということで、

そういう意味では駅周辺のまちづくりも変

わってくるのかなと思ったのが１点と、こ

の間１０月に震度５ぐらいの大きい地震が

あったときに、シェアサイクルをかなり利

用したということで、使いたいという人が

いて私も調べたら、今、足立区内でもステー

ションが何十か所もあって、こんなにいっ

ぱいあるんだということで、シェアサイク

ルの利用がすごく増えたということと、こ

の間はタクシーの利用も、駅前とかタクシ

ー乗り場に行くというより今はアプリを利

用する人が増えて、そういう意味で言うと、

駅前でも駐輪場の整備とかバスの停留所と

か、当然それはそれである程度必要だと思

うのですけれども、レンタサイクルのステ

ーションをもうちょっと増やすとか、タク

シーなんかも今度はアプリを利用するとい

うことだと、タクシー乗り場はあったほう

がいいと思うのですけれども、まちづくり

の仕方が随分変わってくるのかなと思った

のですが、その辺については今どのように

お考えなのでしょうか。 

○大竹まちづくり課長 今、委員がおっし

ゃっていただいたとおり、今のところは従

来どおりのやり方といいますか、駅前広場

の面積ですとか、そういうものを確保する

ためにやっていこうということで条件整備

をしているところですけれども、恐らくこ

れからいろいろご意見を伺って整備をして

いく中では、運用面ですとかソフト対応で

すとか、そういうものというのは検討して

いく必要は出てくるのかなというふうに感

じております。 

○長塩会長 いいですか。 

 そろそろ長時間にわたりますので、他に

なければ、以上で本日の議案審議は終了と

いたします。 

これより会の進行を事務局にお願いいた

します。 

○室橋都市計画課長 長塩会長、議事進行

ありがとうございました。 

 事務連絡が２点ございます。 

 １点目。次回の足立区都市計画審議会で

ございますが、令和４年３月１７日午後２

時から、場所は本日と同様、こちらの特別会

議室での開催を予定しております。改めて

ご通知申し上げますが、ご予定のほどよろ

しくお願いいたします。 

 ２点目。本日、当審議会にお車にてご来場
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いただいた委員の皆様につきましては駐車

券をご用意しておりますので、事務局にお

申しつけください。 

 事務連絡は以上でございますが、委員の

皆様から何かございますでしょうか。 

 ないようでしたら、これにて第７２回足

立区都市計画審議会を閉会とさせていただ

きます。本日はお忙しい中、誠にありがとう

ございました。 


